
元
大
徳
九
路
本
十
七
史
考
ハ
紳
照
）

第
二
牽
無
実
　
第
　
三
竿

四
八

元
大
徳
九
路
本
十
七
詳
悉

棘
　
田
　
喜
　
一

K良

　
支
那
歴
代
の
正
史
の
中
、
（
｝
）
史
記
・
（
一
｝
）
漢
書
・
（
三
）
後
漢
書
・
（
四
）
三
國
志
・
（
五
）
留
書
・
（
六
）
宋
書
・
（
七
）
南
辻
書
・
（
八
）
梁

書
・
（
九
）
陳
書
・
（
一
〇
）
魏
書
・
（
一
一
）
北
齊
書
・
（
＝
一
）
周
書
・
（
＝
一
一
）
階
書
．
・
（
一
四
）
南
史
・
（
｝
五
）
北
史
・
（
｝
六
）
聖
書
・
（
一

七
）
五
代
史
記
の
十
七
部
を
合
せ
て
特
に
十
七
史
と
帯
す
る
こ
と
は
、
、
更
め
て
響
く
ま
で
も
な
か
ら
う
。
こ
の
十
七
史
の
名
目
は
、
清
の

鐘
斎
の
＋
慕
薪
籠
黙
㌫
や
王
鳴
盛
の
＋
董
覆
鹸
誤
「
＋
髪
譲
る
所
に
擦
る
と
、
艶
秦
時
袋
ら
見
は
れ

爾
後
釜
女
宮
く
一
般
に
用
ゐ
ら
れ
る
に
至
つ
允
も
の
で
、
宋
元
時
代
に
は
、
正
史
と
言
へ
ば
帥
ち
十
七
奥
を
指
す
に
大
罷
定
ま
っ
て
み
た
と

い
ふ
。
叢
に
元
大
徳
九
路
本
十
七
史
と
い
ふ
の
は
、
元
の
大
徳
九
年
に
江
東
建
康
道
粛
政
廉
群
羊
が
自
ら
そ
の
監
督
下
に
麗
す
る
九
路
に

命
じ
て
刊
刻
せ
し
め
た
十
七
史
の
刊
本
の
こ
と
で
、
今
日
で
は
稀
に
そ
の
中
の
零
種
が
藏
書
家
の
間
に
傳
へ
ら
れ
て
る
る
に
過
ぎ
な
い
け

れ
ど
も
、
上
は
解
離
の
國
子
監
本
の
十
七
突
を
承
け
、
下
は
明
の
南
監
本
の
一
一
十
一
史
に
接
し
、
そ
れ
ら
の
本
と
共
に
、
實
に
正
史
の
幾

多
彙
刻
本
の
中
の
正
系
と
も
い
ふ
べ
き
溝
の
書
算
武
英
殿
本
の
二
十
四
史
の
源
流
を
な
す
も
の
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て

み
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
刊
刻
の
始
末
に
就
い
て
、
い
ろ
い
ろ
考
究
を
要
す
べ
き
問
題
が
勘
く
な
い
の
で
、
い
ま
わ
た
く
し
は
試
み

（　35　一1　）



に
こ
の
一
文
を
草
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
元
大
徳
九
路
本
十
七
典
の
刊
刻
は
、
現
に
左
の
如
き
蹟
語
を
有
す
る
漢
書
・
後
漢
書
三
國
志
の
下
書
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

そ
の
由
來
・
を
窺
知
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

漢
書
の
駿
語

江
東
建
康
道
粛
政
廉
訪
露
。
以
三
十
七
典
薄
書
ド
得
二
善
本
殉
從
二
太
雫
筆
墨
官
之
請
鱒
編
牒
二
九
路
鱒
翼
下
本
路
以
二
西
漢
書
一
率
先
加
伸
二

諸
夏
威
取
而
式
㍗
之
。
置
唱
一
局
於
尊
維
閣
幻
致
二
工
於
武
林
叩
三
遍
封
護
者
。
書
判
銚
和
中
帯
十
有
五
入
。
重
校
修
補
者
。
墨
正
藥
泰

亨
。
慣
用
二
千
七
百
七
十
五
面
。
工
費
具
載
二
平
熱
鱒
調
製
二
重
繊
幻
始
二
大
徳
乙
巳
仲
夏
｝
間
日
満
満
二
塁
歳
占
有
閑
月
二
十
四
日
殉
太

雫
路
儒
學
教
授
曲
阜
孔
丈
聲
謹
書
。

承
務
郎
太
渠
路
総
管
府
判
宜
劉
蓮
督
工

中
順
大
夫
江
東
建
康
道
粛
政
廉
訪
副
使
伯
都
提
調

二
後
漢
書
の
駿
語

江
東
宿
悪
伯
都
留
語
ド
嘉
日
。
漸
西
十
一
経
已
有
二
全
版
崎
凋
十
七
更
則
未
醤
。
今
文
二
移
有
司
一
董
二
其
役
殉
厳
幾
有
望
俄
。
謙
慮
日
。

此
盛
総
也
。
宛
陵
郡
墨
二
二
刊
後
漢
書
崎
麟
二
大
徳
己
巳
孟
夏
一
刻
ド
梓
。
至
扁
一
士
冬
構
留
筆
。
版
刻
二
千
四
薫
十
二
奇
。
字
計
一
百
二
十

　
　
凝
滞
徳
九
路
本
十
七
災
考
（
墨
田
）
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纂
二
十
蕊
巻
簾
鷹
號
　
　
　
閥
九
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沈
大
徳
九
路
塞
ナ
七
乗
考
ハ
電
車
）

無
萬
。
郡
侯
謹
齋
夏
公
力
賛
二
其
成
紹
大
徳
九
年
乙
巳
．
河
南
雲
際
蹟
。

三
三
國
志
の
駿
語

笛
二
＋
薫
巻
繊
饗
…
號

鷺
○

　
　
自
認
維
止
二
獲
麟
一
之
後
。
馬
遜
以
二
紀
傳
一
易
二
編
年
適
歴
代
信
皮
流
傳
。
不
ド
添
二
曹
狐
之
筆
軸
厭
今
楽
運
擾
隆
．
．
丈
風
黍
振
。
江
左
憲

　
　
豪
。
命
一
一
諸
路
墨
霊
獣
分
二
葉
十
七
巣
一
鞭
ド
梓
。
池
痒
所
ド
刊
者
三
國
志
。
池
之
爲
ド
郡
。
士
類
牽
多
二
貧
竣
弔
墨
計
歳
入
寡
ド
醸
。
是
鋸

　
　
幾
至
二
中
較
崎
総
管
王
公
充
宗
。
奥
墨
宏
才
。
豊
艶
以
二
化
“
今
守
り
後
爲
二
薄
煙
殉
表
空
聾
下
。
其
鷹
如
レ
響
。
用
ド
能
鳩
γ
工
竣
γ
事
。

　
　
不
ド
温
州
醸
力
鱒
郡
博
士
母
野
孫
。
式
克
奉
ド
命
。
董
無
二
底
二
野
域
弔
隷
也
淺
見
訣
聞
。
嘉
事
與
二
稽
古
之
彦
献
身
際
上
二
斯
文
鼎
新
之
幸

　
　
會
崎
敢
拝
手
書
二
於
左
方
鱒
大
徳
丙
午
日
南
至
前
。
進
士
豊
郷
朱
聖
慮
謹
話
。

　
こ
の
三
つ
の
緩
語
は
元
大
徳
九
路
本
十
七
更
に
關
…
す
る
根
本
奥
料
で
あ
っ
て
、
わ
れ
一
8
れ
が
こ
れ
を
誠
ん
で
第
一
に
艦
二
三
し
得
る
主
な

る
こ
と
は
、
最
初
大
徳
九
年
に
太
畢
路
主
監
が
「
十
七
早
書
銀
ド
得
藪
ロ
本
一
」
と
い
ふ
理
由
に
よ
っ
て
江
東
建
康
道
庶
政
廉
訪
霜
に
十
七
史

の
土
塗
を
陳
請
し
た
こ
と
と
、
そ
の
陳
講
に
從
っ
て
江
東
建
康
道
裾
政
廉
訪
司
が
　
丸
く
九
路
に
移
牒
し
十
七
史
の
刊
刻
を
命
じ
泥
こ
と
と

の
二
纂
で
あ
る
。
一
瞬
覚
の
暴
政
廉
訪
司
と
い
ふ
の
は
、
御
炭
壁
若
し
く
は
行
御
謹
話
に
丸
し
て
地
方
宮
を
監
督
糾
隣
す
る
の
を
以
て
径
と

し
て
ゐ
π
も
の
で
あ
る
。
さ
う
い
ふ
官
衙
に
黒
し
て
太
理
路
母
宮
が
十
七
災
の
重
刻
を
陳
請
し
た
こ
と
は
、
今
日
か
ら
考
へ
て
精
ダ
奇
異
に

感
ぜ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
謹
に
在
っ
て
は
常
に
震
れ
た
重
で
あ
っ
て
、
賢
母
葉
簾
の
書
林
清
話
灘
戴
糖
綱
を
見
る
と
、

こ
れ
に
地
墨
軋
蕉
幾
多
の
例
が
摯
げ
て
あ
る
。
そ
れ
で
江
東
．
拳
螺
鍋
墨
訪
絹
で
は
、
副
使
の
伯
都
が
「
漸
西
十
一
維
己
有
二
壼
頓
田
湘
掬
十
七
典
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期
心
心
。
し
と
い
ふ
事
を
考
慮
し
、
太
平
酸

い
ま
朝
講
地
理
忘
に
櫨
惹
と
、
江
東
建
康

集
慶
路
・
（
五
）
太
三
崩
・
（
六
）
池
州
路
・

「、

ｼ
二
隷
行
田
石
一
」
と
あ
っ
て
、
元
代
の
地
方

一
般
に
は
之
を
路
と
同
位
に
見
徹
し
、
乃

で
は
率
先
し
て
漢
書
を
刻
し
自
ら
他
の
路

た
の
で
あ
る
。
さ
う
い
ふ
場
含
、
脚
貰
際
に

て
も
明
ら
か
な
や
う
に
、
各
地
方
の
湘
畢
校

各
地
の
墨
校
は
富
ん
で
み
た
の
で
、
霞
然

無
位
脚
ち
池
州
路
墨
の
如
き
、
｝
、
池
之
爲
ド

も
の
も
無
い
で
は
な
か
っ
た
。
從
っ
て
江

と
は
速
倉
出
來
な
い
の
で
あ
っ
て
、
果
し

書
目
［
録
や
譲
書
記
の
類
に
就
い
て
そ
の
中

申
、
綾
に
左
の
九
史
を
算
す
る
の
み
で
あ

　
　
　
愛
紀
　
こ
の
完
本
の
著
録
せ
ら
れ

　
　
　
　
元
大
穂
九
路
水
十
噸
史
考
ハ
紳
田
〉

藷h奮養聖業毒需謝繕毒製ε三婆
る
も
の
は
無
い
，
や
う
で
あ
る
が
、
珊
に
北
京
の
緯
．
璽
湘
…
氏
の
所
藏
す
る
黒
藻
…
本
皮
記
の
中

篤
哩
二
十
翫
轡
　
篤
飯
…
號

蹴
編

の
陳
請
に
從
っ
て
直
に
慮
ら
監
督
す
る
九
賂
に
十
七
実
の
華
墨
を
命
じ
た
の
で
あ
る
．
、

政
廉
訪
捌
の
監
上
下
に
婦
し
允
の
は
（
こ
寧
國
路
・
（
二
）
豊
州
路
・
（
三
）
饒
州
路
・
（
四
）

信
州
路
・
（
八
）
庸
幽
徳
路
．
・
（
九
）
鉛
…
山
州
の
八
路
一
州
で
あ
る
が
、
こ
の
熱
鵜
山
州
は
特
に

上
、
識
日
通
の
州
が
由
肘
壷
は
路
に
鶉
艦
し
た
の
に
異
り
、
直
い
微
路
と
共
に
行
省
［
に
繁
し
た
の
で

國
路
以
下
の
八
路
に
併
せ
て
九
路
と
寂
し
て
み
た
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
か
く
て
十
手
路

を
垂
れ
、
こ
れ
に
倣
っ
て
他
の
路
で
も
ま
元
後
漢
書
・
三
囲
志
な
ど
を
刊
刻
す
る
に
至
つ

の
任
に
あ
元
つ
た
の
は
、
こ
こ
に
掲
げ
た
漢
設
田
・
後
漢
讃
潟
・
三
闘
甚
心
の
一
二
軸
壁
の
蹟
に
よ
っ

つ
変
。
當
時
の
學
校
は
大
．
鳳
至
田
を
有
し
て
維
済
的
に
富
ん
で
み
た
が
、
わ
け
て
も
江
南

分
な
書
籍
の
忌
事
な
ど
竜
盛
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
申
に
は
三
國
志
を
刊
刻
し
だ

士
類
峯
多
み
賎
舞
ご
を
以
て
「
墨
筆
歳
入
寡
レ
蕨
」
と
い
ふ
や
う
六
哀
れ
な
櫃
態
に
在
っ
だ

康
道
粛
政
廉
訪
司
の
命
が
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
十
七
史
の
垂
擁
が
識
く
刊
劇
せ
ら
れ
た

何
朔
醸
せ
ら
れ
だ
も
の
か
は
能
く
調
査
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
わ
遍
く
し
が
諸
蒙
の
藏

元
大
徳
九
路
本
十
七
庚
に
取
違
な
か
ら
う
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
索
め
｝
’
9
と
、
十
七
史
の

（so7）



　
　
　
　
元
大
徳
九
臨
本
十
セ
典
考
（
紳
濁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窄
　
　
　
　
　
　
　
第
瓢
十
農
薬
　
第
鷺
號
　
　
　
烈
瓢

に
古
本
…
一
十
六
雀
の
存
す
る
こ
と
が
藏
園
丁
漁
悶
題
記
に
見
え
て
み
る
。
そ
の
　
欝
ふ
所
に
よ
る
と
、
「
元
大
徳
九
路
本
二
十
六
雀
。
牛
叢
鷲
十
行

行
二
士
轟
婆
莚
雛
慧
額
婁
腱
険
。
建
行
。
同
暑
。
蔓
穂
蘭
。
鐘
楼
郡
姦
及
型
姓
暮
雲
…
塁
二
二
饒
畢

添
墨
・
番
早
旦
學
・
樂
年
・
錦
江
等
字
鱒
」
と
あ
る
。
版
心
に
記
さ
れ
て
み
る
と
い
ふ
饒
學
が
本
州
路
墨
の
略
で
あ
る
こ
と
は
殆
ど
疑
ふ
籐

地
が
な
い
。
番
墨
及
び
番
江
津
墨
の
番
は
郡
の
省
字
で
あ
ら
う
。
饒
夢
路
の
領
縣
に
郡
陽
縣
が
あ
る
。
番
謡
は
鄙
陽
心
墨
の
略
で
あ
る

と
思
ふ
。
蟹
江
路
學
は
元
代
饒
州
府
治
で
あ
っ
た
紅
皿
縣
の
南
を
流
れ
る
鄙
江
に
因
ん
で
、
摂
州
路
墨
の
こ
と
を
斯
く
諾
し
た
の
で
あ
ら

う
。
樂
羅
は
樋
轟
州
路
の
領
邑
で
あ
る
。
錦
江
は
嶢
夢
路
の
乾
癬
御
安
江
縣
㎜
に
在
っ
た
堂
同
院
の
名
で
、
大
溝
二
棋
士
心
に
も
纏
…
州
府
の
條
に
「
安

仁
縣
有
二
錦
江
書
院
ゆ
在
二
縣
西
南
四
十
里
幻
宋
侃
課
外
墨
膿
。
元
至
正
中
。
其
子
鐘
請
ド
賜
ド
額
。
」
と
見
え
て
み
る
。
以
上
版
心
に
記
さ

れ
た
峯
に
よ
っ
て
邸
乃
へ
る
・
阪
史
記
は
潮
齢
路
霧
任
し
、
饒
州
鷺
．
郡
陽
漿
．
肇
州
學
．
舞
．
肇
刊
刻
し
た
も
の
で
脚

あ
る
。
　
こ
の
愛
記
は
元
大
徳
九
路
本
の
中
で
も
他
の
諸
事
に
較
べ
て
傳
本
態
も
播
く
、
　
僻
壌
湘
…
氏
の
挿
架
に
は
、
　
百
里
本
中
の
残
本
の

他
に
、
別
に
宋
の
景
窟
本
の
史
記
を
補
配
し
た
残
本
二
十
飴
懇
が
あ
る
ら
し
い
が
、
同
氏
が
百
納
本
の
題
記
の
中
に
「
九
路
本
。
錐
二
大
徳

所
ン
離
。
弼
流
二
傳
於
後
一
千
。
硯
二
宋
刻
一
尤
牢
。
故
諸
旗
影
目
絶
少
繭
一
瞥
録
4
余
景
祐
本
中
、
原
配
二
入
二
十
瞭
雀
適
今
此
秩
叉
得
三
十
六

雀
崎
亦
足
二
自
豪
一
・
突
。
」
と
誇
聡
し
て
る
る
の
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
二
　
漢
書
　
こ
れ
は
天
緑
琳
瑛
書
倒
・
愛
日
精
薬
藏
書
志
。
墨
書
隅
録
・
鐵
琴
銅
創
楼
回
書
国
録
。
傳
書
置
善
本
書
目
等
に
著
録
せ
ら

れ
て
る
る
。
そ
れ
ら
の
書
の
書
ふ
所
に
よ
る
と
、
前
に
全
文
を
掲
げ
て
お
い
た
通
り
の
孔
丈
聲
の
蹟
語
が
巷
首
の
同
録
の
末
に
あ
っ
て
、

明
ら
か
に
太
単
路
で
刊
刻
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
毎
牛
葉
十
行
、
行
二
十
二
字
。
そ
の
版
式
と
孔
丈
聾
の
蹟
語
と
は
、
別
に



鏡
琴
銅
側
縷
善
本
書
影
に
よ
っ
て
眞
面
目
を
窺
知
す
る
乙
と
が
出
歯
る
。
因
に
「
其
書
風
r
自
二
黒
豊
本
鴫
故
謬
調
樹
少
．
、
」
と
鐵
琴
銅
創
徽

藩
璽
田
目
録
は
傳
へ
て
る
る
。

　
三
　
後
漢
書
　
こ
れ
は
愛
日
精
癬
藏
書
志
・
罫
書
再
録
・
鐵
琴
銅
転
換
藏
書
目
録
・
傳
書
堂
善
本
書
目
・
藏
園
群
書
題
記
等
に
今
回
せ

ら
れ
て
る
る
。
前
に
杢
文
を
掲
げ
て
お
い
た
通
り
の
雲
鎌
の
蹟
語
が
あ
っ
て
、
そ
の
宛
陵
都
．
學
で
刊
刻
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
尤
も
元
代
に
底
心
継
と
灘
坦
す
る
土
地
は
存
在
せ
な
か
っ
た
気
筒
で
あ
る
が
、
當
蒲
生
合
一
遅
払
佃
の
あ
っ
充
宣
城
縣
の
古
名
を
宛
陸
隣
と

亡
し
た
の
で
、
支
那
の
學
者
の
脅
癖
と
し
て
、
故
意
に
寧
國
路
皐
の
こ
と
を
、
古
め
か
し
く
宛
陵
郡
墨
な
ど
と
稻
し
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
の

後
影
面
が
寧
出
路
墨
の
刊
刻
に
依
る
こ
と
は
、
ま
た
本
書
に
「
大
徳
九
年
忌
百
肇
日
。
寧
國
路
儒
馨
薮
撰
任
内
灘
。
」
と
こ
行
に
銘
記

さ
れ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
誰
し
得
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
寧
國
路
儒
叢
雲
教
授
が
本
書
の
例
の
鍍
語
に
署
名
し
て
み
る
雲
南
そ
の
入
で

あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
版
式
は
竹
園
群
書
題
記
に
「
二
葉
十
行
。
行
二
十
二
字
。
荷
受
行
。
同
意
口
。
四
周
皇
嗣
。
版
心
。
ヒ

記
二
字
数
囎
下
記
二
馬
脚
姓
名
鱒
」
と
傳
へ
て
・
の
る
が
、
垂
く
潭
ハ
書
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
因
に
こ
の
後
漢
堂
斑
に
就
い
て
も
、
鐵
琴
銅
劒
襖

藏
書
目
録
に
「
慕
透
間
刻
監
本
。
注
維
二
班
湿
糠
此
猴
海
ド
目
陰
景
鮪
本
殉
倫
爲
二
型
書
鱒
謬
調
亦
．
少
。
」
と
灘
…
し
て
み
る
。

　
四
　
三
國
志
　
こ
れ
は
愛
日
糟
鷹
藏
書
志
・
善
本
書
室
藏
書
志
・
適
園
藏
書
志
・
故
宮
所
藏
槻
海
堂
書
降
彗
に
薯
録
せ
ら
れ
て
る
る
。

そ
の
池
州
路
學
の
刊
刻
に
係
る
こ
と
は
、
晶
剛
に
全
文
を
掲
げ
て
お
い
た
所
の
朱
天
爵
の
腰
語
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
但
だ
こ
の
勲
悶
の

毎
行
の
字
数
に
就
い
て
、
毎
牟
葉
十
行
、
行
一
一
十
二
宇
と
し
て
み
る
も
の
と
、
毎
年
十
行
、
行
十
九
字
と
し
て
み
る
も
の
と
が
あ
る
こ
と

は
注
意
す
べ
衰
で
あ
る
。
即
ち
趨
幽
藏
書
志
は
前
者
で
あ
の
、
善
本
書
冊
藏
書
志
と
故
宮
所
藏
観
海
堂
奮
闘
と
は
後
者
で
あ
る
。
そ
れ
に

　
　
　
　
勤
大
懲
九
路
塞
牽
七
吏
考
（
紳
薦
）
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
獣
軸
簾
鼎
一
難
　
　
　
面
罵
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元
大
徳
九
路
奉
牽
愈
典
考
ハ
憩
懸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
錦
瓢
攣
灘
倦
　
簾
灘
擬
　
　
　
灘
燃

異
し
む
べ
き
は
、
誰
闘
本
書
窒
藏
書
志
著
録
本
を
景
印
し
た
盗
山
欝
影
に
は
、
豪
驚
毎
牟
葉
十
行
∴
織
豊
十
字
と
の
解
論
が
あ
っ
て
、
そ
の

示
す
轡
影
に
も
確
に
そ
の
通
り
に
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
矛
厩
を
如
何
に
解
決
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
抑
も
元
大
徳
九
路
・
本
十

七
史
は
、
晶
鰐
に
禍
げ
た
漢
縞
馬
の
蹟
に
「
令
下
兄
事
以
二
齎
漢
堂
淵
一
蛮
・
先
加
撞
u
鉦
醐
路
識
鯨
取
而
。
式
窺
之
。
」
と
あ
り
、
そ
の
漢
勲
悶
が
』
毎
牟
・
葉
十
行
・
行

二
十
二
字
に
な
っ
て
み
る
以
上
、
當
然
漢
書
と
同
じ
行
歓
字
数
に
從
つ
た
も
の
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
實
際
に
こ
れ
ま
で
畢
げ

て
選
た
愛
記
に
し
て
も
後
漢
書
に
し
て
も
、
毎
牟
葉
十
行
・
行
二
十
こ
字
に
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
…
縁
り
三
嗣
志
の
み
が
そ
の

例
に
違
ふ
と
い
ふ
理
凶
は
な
い
。
善
・
本
書
室
響
町
四
志
著
録
本
は
、
甲
山
書
影
の
解
読
に
よ
る
と
、
明
の
心
々
・
萬
暦
年
・
間
に
修
補
し
た
鋼

製
が
あ
る
ら
し
い
か
ら
、
そ
の
華
華
十
九
字
或
は
二
十
宇
に
な
っ
て
み
る
の
は
、
恐
ら
く
原
版
の
頁
葉
で
は
な
い
の
で
あ
ら
う
。
故
宮
所

蔵
観
海
堂
書
目
に
薯
録
す
る
本
も
同
様
に
考
へ
ら
れ
る
。
上
海
の
張
元
濟
氏
は
近
著
校
庚
醸
筆
の
三
國
志
の
條
に
「
避
雷
諺
池
州
本
腰
牟
葉

十
行
こ
十
二
字
。
比
較
易
レ
得
。
余
亦
．
曾
見
一
三
部
欝
欝
印
均
佳
。
野
鴨
論
難
多
。
難
レ
樗
二
善
本
ご
と
蓮
べ
て
る
る
。

　
五
　
陪
書
　
こ
れ
は
現
に
商
務
印
書
舘
の
百
国
本
二
十
四
史
の
中
に
景
印
せ
ら
れ
て
み
る
本
が
あ
る
が
、
版
心
に
磯
學
・
路
墨
・
番
津

浮
學
・
鹸
干
∴
楽
雫
・
初
庵
・
忠
、
定
・
錦
江
・
畏
華
車
の
文
宇
が
見
え
る
，
こ
の
中
発
墨
は
蘇
州
路
學
の
略
、
從
っ
て
軍
に
路
墨
と
あ
る

の
も
同
じ
く
鏡
一
州
輝
国
’
で
あ
ら
う
，
番
津
は
郡
㎎
購
宮
の
略
で
、
即
ち
夕
陽
縣
學
に
報
恩
な
い
，
浮
一
辺
は
、
醸
…
州
鋳
の
領
州
に
浄
梁
州
が
あ

る
か
ら
、
そ
の
州
學
で
あ
る
と
思
ふ
．
籐
干
・
製
罐
は
、
こ
れ
亦
た
い
つ
れ
も
饒
州
路
の
領
州
で
あ
る
。
初
庵
以
下
は
饒
闇
路
に
在
っ
た

壷
海
難
の
名
で
、
い
吏
便
宜
上
大
蒲
溝
一
統
競
場
の
擁
…
州
・
府
の
條
に
擦
る
と
、
初
庵
壷
仙
院
は
「
徳
照
ハ
縣
治
山
幽
。
｛
伺
壬
初
瀞
悲
母
日
院
巧
元
昆
入
落
立
．
建
、

立
鮮
碧
湖
雛
壬
申
」
乙
名
ゆ
」
と
見
え
て
を
り
、
選
定
壷
偲
院
は
っ
除
干
縣
有
二
恵
定
堂
旧
離
一
貫
二
縣
山
群
琵
琶
州
適
へ
呆
丞
畑
…
趙
露
骨
輿
二
朱
子
細
講
ド
墨
「
之
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塵
。
し
と
見
え
て
を
り
、
重
藤
書
院
は
　
、
浮
密
話
有
壱
猟
燧
書
院
鱒
在
二
縣
西
爾
景
徳
鎭
鱒
宋
亀
山
三
年
監
鎭
李
齊
愈
建
。
し
と
見
え
て
み
て
、

い
つ
れ
も
宋
代
以
來
存
在
し
た
古
い
書
院
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
錦
江
書
院
の
こ
と
は
前
に
愛
記
の
條
に
論
明
し
て
お
い
た
通
り
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
直
心
の
文
宇
に
よ
っ
て
、
階
前
の
饒
州
路
で
刊
刻
せ
ら
れ
π
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
毎
年
葉
十
行
行
二
十
二
字
。

　
然
る
に
藪
に
元
大
徳
九
路
本
十
七
史
の
一
と
し
て
瑞
々
路
で
刊
刻
し
た
と
い
ふ
卜
書
が
蘭
歯
黒
下
職
書
志
・
毒
薬
、
堂
題
　
販
・
善
本
堂
黒
至
藏

書
志
等
に
著
録
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
．
こ
の
瑞
評
語
金
事
重
な
る
も
の
は
、
融
玄
鶴
藏
書
志
以
下
の
　
蕎
ふ
所
を
見
る
と
、
全
く
野
州

路
本
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
何
故
瑞
州
路
本
と
し
た
の
か
、
實
は
わ
だ
く
し
も
久
し
く
解
決
し
得
な
か
つ
疫
の
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
偶
々
商

務
印
書
館
で
前
年
丈
藝
漏
刻
の
　
と
し
て
繊
面
し
た
中
薫
風
板
面
流
撮
を
披
閲
し
て
み
る
中
、
漸
く
事
情
が
判
明
す
る
に
至
つ
だ
。
そ
れ

は
同
書
の
二
十
二
頁
か
ら
二
十
三
頁
に
亙
っ
て
採
録
し
て
あ
る
獄
瑠
の
周
自
周
な
る
者
が
瑞
泥
路
本
陪
書
に
序
し
た
左
の
｝
丈
で
あ
る
。

　
　
盤
序
二
録
鷹
陵
郷
校
門
有
一
一
史
詑
・
束
漢
書
鱒
薦
無
二
羅
漢
孤
疑
ダ
長
二
鷺
洲
書
院
叩
則
僅
半
島
一
書
而
已
。
嘗
嘆
安
得
二
安
西
書
院
所
ド

　
　
刊
維
史
鱒
七
堂
三
韻
書
一
撃
教
二
瑞
満
干
有
一
一
通
鑑
全
丈
弔
叉
在
二
十
七
史
外
4
至
順
壬
申
夏
、
．
難
壁
工
□
省
憲
令
鱒
備
二
儒
満
洲
墨
鱒
高

　
　
承
事
雷
。
十
七
史
書
。
書
本
極
少
。
江
西
學
院
，
惟
吉
安
有
二
史
記
・
東
顧
漢
書
遍
鞍
墨
有
二
三
國
志
幻
臨
匿
路
學
唐
書
。
下
墨
五
代

　
　
史
。
齢
鋏
二
隷
書
・
南
輿
・
北
史
・
階
灘
島
若
令
下
龍
書
聖
墨
・
刊
二
昔
書
幻
麗
盲
臓
心
墨
刊
二
南
北
愛
鱒
瑞
州
路
墨
刊
愛
野
堂
島
便
如
二
其

　
講
鱒
稗
二
行
ド
之
無
レ
怠
。
府
委
二
録
事
厭
陽
將
仕
幻
同
召
F
匠
計
匡
工
。
周
敏
授
專
校
勘
轟
轟
。
提
纂
使
令
創
製
全
量
善
本
日
本
學
首
訪
二

　
到
建
走
路
本
十
七
史
内
階
書
。
考
訂
未
レ
冤
出
鉱
書
粗
率
・
句
字
野
山
而
後
書
一
一
震
趙
串
本
一
嘗
善
。
悪
所
二
校
定
鱒
叉
予
有
翻
字
。

　
こ
れ
で
…
見
る
と
、
元
の
董
瀟
…
壬
L
甲
（
三
年
）
に
、
驚
窟
闇
路
・
臨
避
山
路
・
雑
慮
繊
路
…
の
各
戸
で
は
四
二
令
、
即
ち
漸
嫌
政
廉
一
訪
劃
の
命
一
に
よ
っ
て
、

　
　
，
元
大
徳
九
路
本
＋
七
典
考
轟
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婆
甲
戯
巻
簗
瓢
號
　
　
薦
蕊

〈　，3Cl　）



　
　
　
　
一
瓢
｛
〈
麓
勘
九
路
本
∴
「
七
史
跡
（
勲
響
鎌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
剛
瓢
十
流
巻
　
　
甲
声
鷹
　
號
　
　
　
　
　
灘
轟
ハ

そ
れ
ぞ
れ
蕾
書
・
南
北
築
・
階
　
書
を
刊
刻
し
疫
ら
し
く
、
そ
の
際
瑞
懸
路
で
は
建
落
蓋
本
十
七
漿
の
中
の
階
書
を
得
、
こ
れ
を
蕊
礎
に
し

て
叢
書
を
校
定
刊
刻
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
元
徳
九
路
本
ナ
二
男
の
版
木
は
、
明
の
梅
鞭
摺
の
南
雍
志
の
纏
籍
老
に
引
く
金
陵
新
志
の
記

事
か
ら
考
へ
る
と
、
後
に
集
計
路
（
脚
ち
建
夢
路
。
天
暦
二
年
に
集
豊
野
と
改
め
た
と
元
更
地
理
志
に
見
え
て
み
る
。
）
に
全
部
あ
つ
め
た

ら
し
い
の
で
、
こ
こ
に
建
康
路
本
十
七
更
と
鷺
っ
て
み
る
の
は
、
邸
ち
元
大
徳
九
路
本
十
七
皮
の
こ
と
に
相
違
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
さ
う

す
る
と
瑞
州
路
で
刊
刻
し
た
階
…
書
の
底
本
と
な
っ
た
の
は
、
實
に
饒
雷
撃
本
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
瑞
州
路
で
は
至
順
三
年
に
志
州
路
本

の
階
書
を
翻
刻
し
た
の
で
あ
る
。
い
ま
藝
講
堂
藏
学
績
記
憶
四
に
署
議
せ
ら
れ
て
る
る
階
書
の
如
き
、
そ
の
版
心
の
丈
字
に
よ
る
と
明
ら

か
に
饒
州
路
本
で
あ
る
に
も
掬
は
ら
す
、
そ
の
末
に
江
西
湖
東
道
粛
政
論
訪
司
の
列
衝
が
あ
っ
て
、
　
一
見
甚
だ
奇
異
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
恐
ら
く
瑞
州
路
で
饒
州
路
本
を
翻
剥
す
る
際
に
、
原
刊
本
の
版
心
の
丈
字
ま
で
も
忠
實
に
其
儘
刻
し
た
の
で
、
か
か
る
矛
盾
を

含
ん
だ
本
が
出
來
た
の
で
あ
ら
う
。
蘭
洋
島
藏
書
志
や
善
本
書
宮
藏
書
志
に
著
録
す
る
本
に
は
、
こ
の
江
．
酒
湖
東
道
議
政
廉
書
誤
の
列
街

も
無
く
、
ま
た
中
國
響
板
源
流
考
に
引
く
周
自
賠
の
序
も
無
い
の
で
、
果
し
て
野
州
路
の
原
刊
本
か
瑞
州
路
の
翻
刻
本
か
を
決
定
し
難
い

の
で
あ
る
。
但
だ
繭
宋
楼
藏
書
志
や
善
本
書
室
藏
書
志
の
著
者
は
、
営
養
に
饒
舌
路
本
の
在
る
こ
と
を
知
ら
す
、
こ
れ
を
｝
概
に
雲
州
路

本
と
の
み
思
ぴ
込
ん
だ
た
め
に
、
そ
の
間
に
存
す
る
矛
盾
を
解
決
す
る
こ
と
が
出
尽
す
、
隠
蟹
櫻
藏
書
志
の
著
者
は
儀
顧
堂
題
践
の
中
に

「
元
初
饒
州
・
樂
尋
・
浮
梁
・
糠
干
皆
爲
γ
州
。
伍
隷
二
瑞
州
陣
中
至
元
十
四
年
。
饒
州
法
升
爲
r
路
．
．
階
書
刊
ニ
テ
大
徳
乙
巳
鱒
故
偽
判
二
瑞

州
殉
」
と
い
ふ
が
如
き
藥
語
を
弄
し
、
川
音
本
書
志
の
著
者
は
、
ま
た
明
重
刊
元
大
徳
太
関
路
刊
本
前
漢
書
の
條
下
に
、
何
食
は
ぬ
顔
に
「
瑞

難
路
刊
階
書
。
即
饒
州
路
。
」
と
註
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
瑞
州
路
と
饒
州
路
と
は
全
然
土
地
が
違
ふ
。
前
者
は
元
時
江
西
湖
東
道
　
鷲
政
廉

（362）



訪
司
の
監
督
下
に
期
し
、
後
者
は
江
東
建
康
道
癌
政
事
訪
湖
の
監
督
下
に
翻
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
に
す
る
が
如
き
は
沙
汰
の
限
り

と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
陪
書
は
饒
車
路
で
刊
刻
し
た
本
を
以
て
元
大
徳
九
路
本
十
七
庚
の
一
に
充
つ
べ
き
で
、
そ
れ
を
後
に
瑞

州
路
で
翻
刻
し
た
本
も
あ
る
が
、
い
か
に
面
目
が
似
て
み
て
も
、
元
大
徳
九
路
本
十
七
史
の
｝
に
充
て
ろ
こ
と
は
禺
來
な
い
と
思
ふ
。
元

大
徳
九
路
本
十
七
奥
と
は
、
江
東
麗
～
康
道
仁
政
簾
上
司
の
’
命
を
以
て
、
そ
の
監
督
下
に
繍
～
し
た
九
路
で
刊
…
刻
し
た
も
の
の
み
を
指
す
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
が
わ
た
く
し
の
紳
和
ム
醐
で
あ
る
。

　
六
　
南
典
　
こ
れ
も
現
に
商
務
印
書
館
の
酉
柄
本
二
十
四
史
の
中
に
景
印
せ
ら
れ
て
み
る
。
そ
の
列
製
麺
七
十
の
末
葉
の
版
心
に
「
桐

畑
儒
生
趙
良
巷
姐
謹
書
．
、
自
二
起
手
一
至
二
閣
筆
凡
十
月
．
、
」
と
小
さ
く
書
塾
て
あ
る
が
、
桐
學
と
は
野
壷
に
在
っ
た
墨
校
で
あ
る
か
明
ら
か
で

な
い
。
近
年
傅
壌
湘
氏
が
旗
振
大
典
の
中
か
ら
本
書
の
刊
書
序
の
発
心
を
得
た
と
い
ふ
こ
と
で
、
張
元
濟
氏
の
狡
史
随
筆
の
南
史
の
條
に

録
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
『
分
二
刊
十
七
愛
蛤
桐
川
偶
得
二
甫
愛
こ
の
句
が
あ
る
。
然
る
に
寿
歌
と
い
ふ
の
も
何
慮
の
こ
と
か
分
ら
な

い
。
雲
華
は
「
建
康
道
九
路
所
ド
鳩
縣
州
。
亦
無
下
名
園
桐
川
ラ
者
加
按
三
無
一
統
志
川
蝉
徳
州
鵬
。
有
二
桐
水
畷
在
二
等
港
北
鱒
流
経
二
建
手
縣
南
殉

在
三
兀
之
廣
徳
路
頭
請
所
慶
信
府
厩
。
有
二
桐
木
水
温
在
二
鉢
山
縣
之
南
4
猫
撫
三
尊
建
崇
重
磁
界
田
面
一
元
之
鉛
山
州
境
殉
有
段
壁
土
書
院
脚

立
二
今
貴
漢
縣
鱒
貴
漢
興
二
豊
山
一
爲
じ
郡
。
以
二
階
書
及
北
続
刊
地
二
例
ド
之
。
此
當
下
以
一
一
鉛
山
一
爲
翌
近
。
」
と
考
慰
し
て
み
る
が
、
適
確
な
こ

と
は
分
ら
な
い
の
で
あ
る
、
、
所
が
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
宋
の
淳
煕
年
間
に
下
乗
と
い
ふ
者
の
刻
し
旋
愛
冠
が
あ
る
。
そ
の
本
は

盈
書
偶
録
に
も
儀
顧
．
山
嶺
蹟
に
も
署
熟
せ
ら
れ
て
る
る
が
、
便
宜
．
上
儀
顧
堂
題
言
の
中
か
ら
必
要
な
個
所
を
引
用
す
る
と
、
「
、
淳
煕
丙
串
．
、

張
粁
飯
野
守
二
桐
川
鱒
以
二
衡
小
字
本
臭
記
一
塁
御
側
申
字
鱒
刊
二
階
郡
齋
ゆ
淳
躁
雨
露
。
輪
乗
爲
ド
郡
、
．
復
補
二
刊
之
ご
と
あ
る
。
帥
ち
張
紆

　
　
　
　
元
大
徳
九
路
本
十
融
史
考
（
憩
闘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
二
十
絹
紬
　
第
単
一
號
　
　
　
胤
噸
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光
火
照
九
路
潔
十
七
災
考
ハ
紳
照
）

第
鳳
幸
灘
懸
　
第
鷹
號

蹴
八

が
梱
…
川
の
郡
．
守
で
あ
っ
た
時
に
刊
刻
し
た
実
記
を
、
後
に
駄
漿
が
崇
だ
桐
川
の
…
灘
．
守
と
な
っ
て
補
強
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
然
る
に
鏡

大
工
の
＋
纂
養
新
考
襲
業
幣
）
篭
る
と
－
予
願
叢
記
姦
本
庭
門
灌
置
所
勲
窪
肇
刊
・
震
論
議
齋
著
。
お
語

が
あ
る
か
ら
、
塵
穴
所
は
秋
夏
の
百
川
に
介
し
た
愛
記
を
以
て
廣
徳
郡
齋
に
黒
し
た
者
と
し
て
を
り
、
こ
れ
に
從
へ
ば
桐
川
邸
・
ち
魔
徳
と

い
ふ
こ
と
に
な
る
。
張
秤
並
に
歌
乗
の
史
記
を
駕
し
だ
桐
川
と
、
い
ま
問
題
と
す
る
爾
愛
を
刻
し
だ
桐
川
と
は
恐
ら
く
同
じ
土
地
で
あ
る

に
違
ぴ
な
い
か
ら
、
さ
う
す
る
と
南
愛
は
魔
徳
路
で
刊
刻
し
た
こ
と
に
な
る
。
わ
た
く
し
は
銭
大
所
の
桐
川
即
ち
廣
徳
と
考
へ
た
根
擦
を

未
だ
詳
に
せ
な
い
の
で
、
必
ず
し
も
こ
れ
を
主
張
す
る
の
で
は
な
い
が
、
藪
に
｝
．
読
と
し
て
存
し
て
お
く
。
こ
の
南
西
も
毎
牟
葉
十
行
、

行
二
十
二
字
で
あ
る
こ
と
は
他
皮
と
同
じ
で
あ
る
。

　
七
　
北
愛
　
こ
れ
も
現
に
商
務
印
書
館
の
蕎
櫓
本
二
十
四
皮
に
景
印
し
て
あ
る
。
細
心
に
信
州
路
・
信
州
儒
墨
・
玉
山
縣
墨
：
永
蜜
縣

墨
・
犬
陽
…
縣
墨
・
貴
漢
定
心
・
走
出
書
院
∴
豚
軒
堂
敵
襲
・
藍
山
書
院
・
道
「
書
院
等
の
文
字
が
刻
し
て
あ
っ
て
、
そ
の
信
州
路
で
刊
刻
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
ふ
無
地
が
な
い
。
毎
廊
廟
十
行
、
壱
州
十
…
灘
宇
。
豆
本
が
比
較
的
多
い
と
見
え
て
、
蜘
賜
琴
女
雛
斜
壁
目
録
ポ
顯
宋

楼
藏
書
志
・
善
本
書
窒
藏
書
志
・
藝
風
堂
走
書
認
・
傳
書
堂
善
本
書
目
等
に
著
録
せ
ら
れ
て
る
る
。

　
八
　
唐
書
　
こ
れ
は
善
本
書
室
藏
書
志
・
濾
．
園
藏
書
志
・
傳
書
堂
善
本
書
目
等
に
著
録
せ
ら
れ
て
る
る
。
最
初
に
建
康
路
墾
録
の
戚
明

瑞
な
る
者
の
序
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
序
の
末
に
「
建
野
路
明
道
書
院
磨
墨
」
の
一
行
が
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
建
山
路
の
刊
刻
に
係
る
。
毎
牟

葉
＋
行
、
行
二
士
一
字
。
益
山
書
影
に
も
見
え
て
み
る
。

　
九
　
五
代
炭
　
こ
れ
は
善
本
書
室
藏
書
志
∴
藝
風
堂
砂
書
綾
記
に
薯
録
せ
ら
れ
て
る
て
、
い
つ
れ
も
元
大
徳
九
路
本
十
七
愛
の
一
で
あ
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光
論
八
徳
九
路
本
幸
融
災
考
ハ
漁
旧
田
）

第
二
十
開
巻
箪
㎝
鵬
號

烈
猛

る
と
〃
上
し
て
み
る
が
、
晶
骨
面
に
何
飽
V
序
緩
も
刊
記
も
無
い
の
で
斜
路
の
刊
娼
刻
に
係
る
も
の
か
一
切
不
明
で
あ
る
、
．
然
し
犠
、
傘
点
薬
十
行
∵
行

二
十
二
字
の
版
式
か
ら
鳴
し
て
、
元
大
徳
九
路
本
十
七
史
の
一
に
は
多
分
相
侃
堪
．
な
か
ら
う
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
蓋
山
設
岡
影
に
も
断
見
え

て
み
る
．
「
、

　
以
上
、
元
大
徳
九
路
本
十
七
史
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
凡
て
九
七
で
あ
る
。
最
後
の
五
代
史
記
は
こ
れ
を
澄
す
べ
き
確
誰
が
無
い
の

で
、
こ
れ
を
除
け
ば
八
史
で
あ
る
。
こ
の
他
に
張
元
濟
氏
の
校
愛
騰
筆
に
は
習
書
を
糠
穂
し
た
や
う
に
書
い
て
あ
る
が
、
わ
た
く
し
は
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

だ
著
録
に
見
え
て
み
る
の
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
南
北
朝
時
代
の
七
島
が
全
然
歓
け
て
る
る
の
は
淫
凝
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
臼

海
蘭
大
宇
本
と
か
眉
山
七
史
本
と
か
い
は
、
晒
て
る
る
本
が
、
當
時
或
る
程
度
ま
で
贋
く
流
布
し
て
み
て
、
他
の
諸
史
よ
り
も
比
較
的
獲
易

か
っ
た
爲
め
で
は
あ
．
る
ま
い
か
。
そ
れ
ら
の
黙
は
別
に
宋
蜀
大
宇
本
座
史
の
源
流
と
共
に
、
他
臼
更
め
て
考
へ
て
み
だ
い
と
思
っ
て
み

る
。
ま
た
元
大
徳
九
路
本
十
七
更
の
版
木
が
後
に
集
慶
路
心
墨
に
あ
つ
め
ら
れ
、
そ
れ
が
豪
た
明
の
南
京
の
國
子
監
に
傳
つ
た
こ
と
な
ど

も
、
宋
蜀
大
宇
本
影
豪
の
版
木
の
行
方
と
も
密
接
な
關
係
が
あ
．
る
の
で
、
い
ま
は
｝
切
認
れ
な
い
。
要
す
る
に
わ
た
く
し
が
こ
の
一
案
で

明
ら
か
に
し
．
た
の
は
古
來
元
大
徳
九
路
本
十
七
実
の
名
が
廣
く
世
に
知
ら
れ
て
み
る
に
も
掬
は
ら
．
す
、
果
し
て
十
七
輿
の
憂
部
が
食
刻
せ

ら
れ
允
ポ
の
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
の
所
謂
九
路
が
各
々
何
史
の
重
刻
を
分
溢
し
た
の
か
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
．
、
但
だ
し
何
分
に
も
材
料
を

丈
職
の
上
に
探
る
ば
か
り
で
、
實
際
に
元
大
徳
九
路
本
十
七
愛
そ
の
も
の
を
素
本
に
就
い
て
調
査
す
る
便
宜
を
凝
然
得
て
み
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
團
よ
り
誤
解
し
て
み
る
勲
も
多
か
ら
う
と
思
ふ
。
切
に
博
雅
の
二
野
を
．
掌
る
，

（S65）


